
平成１９年度 国立赤城青少年交流の家企画事業 開催要項

コミュニケーションセミナー
～「ことば」の達人に学ぶ～

複雑化する社会環境で生きる青少年に対して，コミュニケーション手段とし◆趣 旨
て不可欠な「ことば」の様々な表現や伝達の方法を体験的に学ぶ機会を提供
することをとおして，青少年の健全育成に資する。

独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立赤城青少年交流の家◆主 催

群馬県・千葉県・埼玉県・栃木県・茨城県・長野県の各教育委員会，富士見村教育◆後 援
委員会，上毛新聞社， 前橋放送局，群馬テレビ，エフエム群馬NHK

平成１９年１０月２０日（土）～２１日（日） ＜１泊２日＞◆開 催 日

高校生・学生（大学生・短期大学生・専門学校生等 ・社会人等◆対 象 ）

国立赤城青少年交流の家◆会 場

３０名（定員になり次第，締め切らせていただきます）◆定 員

講師プロフィール・プログラムの主な内容（５０音順）◆

○伊原 正俊（いはら まさとし）講師

【プロフィール】所属：パームコンサルティンググループ代表。元（株）電通パブリックリレーションズ リスクコミュニケーシ

。 ，ョンズ部プロデューサー 官公庁・地方自治体・教育機関などでの緊急事態発生時の緊急対応コンサルティング

。 ， 。マスコミ対応コンサルティング等に従事 企業や行政の会報等で 広報または危機管理が主題の原稿を多数執筆

【内 容】日々テレビや新聞で報道される不祥事報道。そこでの失敗の原因は「謝罪」の仕方の間違い。素直に謝

る心が表現できれば「謝罪」は受け入れてもらえます。学校でも会社でも，日常的に必要な「謝

る心」を学んでいきます。

○神谷 明（かみや あきら)講師

【プロフィール】所属： 有）冴羽商事，日本工学院専門学校声優科講師（声優ワークショップ担当 。アニメーション，映画（ ）

の吹き替えで活躍。その他ＴＶ番組，ＣＭのナレーターやパーソナリティなど，幅広く活躍する声優界の第一人者「キ。

」 ，「 」 ，「 」 ，「 」 ， 。ン肉マン キン肉マン 北斗の拳 ケンシロウ シティーハンター 冴羽リョウ 名探偵コナン 毛利小五郎 他多数出演

【内 容】古（いにしえ）から現代まで，さまざまな方法を使った楽しい日本語表現について学びます。ことば

のおもしろさ，大切さを味わいながら楽しく学びます。

○久保田 桂子（くぼた けいこ）講師

【プロフィール】所属： 有）イマージュ取締役。元日本航空（株）客室乗員部国際スチュワーデス（ 期 。経済産（ ）288
業大臣認可全国経営コンサルタント国際委員。文部科学省認定パフォーマンス教育協会パフォーマン

。 「 」（ ） ， 。スインストラクター 著書： もっと煌めいて 桂子のセンスアップセミナー 上毛新聞社 他多数

【内 容】バーバル（言語）コミュニケーション ノンバーバル（非言語）コミュニケーションやアサーVS
ショントレーニング（自分も相手も大切にした自己表現）の実習等をとおして，相手や場との関

わり方を探ります。

○鈴木 仁也（すずき まさなり）講師

【プロフィール】所属：文化庁文化部国語課国語調査官 「 言葉』について考える体験事業」担当。文化審議会国語分。『

科会，国語に関する世論調査等に関わる 「言葉遣い批判と『正しい』言葉遣い－「国語表現」として。

（『 』 ） ， 。の古典の可能性 学びを創る国語教室１ 三省堂 など国語教育 情報教育に関する論考多数2001
【内 容】コミュニケーションの原点は何か？伝え方から発想していては行き詰まります。コミュニケーション

の原点に気づいてもらう，そのためのワークショップです。主に、シアターゲームを行います。

○森 俊夫（もり としお）講師
【プロフィール】所属：東京大学大学院医学系研究科助教。保健学博士，臨床心理士。 カウンセリング・システム研究会スーKIDS

パーバイザー。東京都教育委員会アドバイザリー・スタッフ。専門：精神保健学・心理療法（ブリーフセラピー 。）

「 」（ ），「 」（ ）， 。著書：先生のためのやさしいブリーフセラピー ほんの森出版 ミルトン・エリクソン入門 金剛出版 他多数

【内 容】人は 「性格」以上に生物学的要素の強い「気質」というものをもっており，各気質によってコミュニケー，

ション・スタイルが異なります。自分の，そして相手の気質を理解し，コミュニケーションを円滑に進め

るための演習をします。



４，０００円◆参 加 費
【内訳】
食事代，シーツ洗濯代，傷害保
険代，情報交換会費，教材費等
（ ）当日受付にてお支払いくたさい

， （ ）， ， ， （ ），◆持 ち 物 参加費 顔が映る手鏡 講座で使用 筆記用具 上履き 洗面具 タオル類等
パジャマ類，マイカップ，健康保険証（写しも可 ，活動しやすい服装等）

参加申込書に必要事項を御記入の上，郵送かＦＡＸ，または下記 - に◆申込方法 E mail
（ＦＡＸの場合は，電話で着信て必要事項を送信の上，お申し込みください。

の確認をお願いいたします）

※プログラムの内容につきましては，進捗状況によって変更されます。◆日 程
１０月２０日（土） １０月２１日（日）

受 付 講 座Ⅳ９：００～ ９：３０～１１：３０

開講式・オリエンテーション 休 憩・昼 食１０：００～１０：３０ １１：４５～１３：００

講 座Ⅰ 講 座Ⅴ１０：３０～１２：３０ １３：００～１５：００

講 座Ⅱ～Ⅲ ふりかえり・まとめ１３：３０～１７：４５ １５：１０～１５：４０

休 憩・入 浴 閉講式１８：００～１９：３０ １５：４０～１６：００

夕 食・情報交換会 解 散１９：３０～２１：００ １６：００～

フリー・就 寝２１：００～

平成１９年９月１日（土）～１０月８日（月）必着◆申込期間
★定員になり次第，締め切らせていただきます。
★受講の詳細（二次案内）につきましては，申込期間終了後，郵送にてお知
らせいたします。

○修了者には，修了証書を交付いたします。◆備 考
○個人情報は，名簿作成及び二次案内の発送に使用させていただきます。

＜申し込み先・問い合わせ＞

国立赤城青少年交流の家独立行政法人国立青少年教育振興機構
〒３７１－０１０１ 群馬県勢多郡富士見村赤城山２７

TEL 027-289-7224 FAX 027-289-7226 E-mail akagi19kikaku@niye.go.jp
担当：事業推進課 横濱・岡部

キ リ ト リ
平成１９年度 国立赤城青少年交流の家 企画事業

参加申込書「コミュニケーションセミナー」
平成 年 月 日

ふ り が な

男性・女性 歳氏 名 性別 年齢

〒 －
住 所

（自宅）
ＴＥＬ

（携帯）

Ｅメールアドレス

ＦＡＸ

所属（学校 学年 年）

当日の交通手段について◆

無料送迎バス利用希望の方

， 。は 下記を○で囲んでください

送迎バス希望

※ 無料送迎バス利用希望者多数の場合は，送迎時刻の変更がございます。予め御了承ください。

保険内容＞＜
保険種類：傷害保険
死亡・後遺障害 ８７０万円
入院日額 １０，０００円
通院日額 ５，０００円

（ ） 。○国立赤城青少年交流の家～前橋駅間の送迎バス 無料 を運行いたします

１０月２０日（土：前橋駅南口発９：００→国立赤城青少年交流の家着 ９：４０）

１０月２１日（日：国立赤城青少年交流の家発１６：１０→前橋駅南口着１６：５０）




